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DiNQLシステムを
大幅リニューアルします！

　2019 年度より、「看護業務の効率化先進事例アワード」を実施しています。
ことしは 52 件の応募の中から、下記の 9 施設が受賞しました。

　労働と看護の質向上のためのデータベース（DiNQL）の ITシステムの
大幅なリニューアルについて、今月は「入力負担の軽減」を目指したリ
ニューアルのポイントをご紹介します。

カテゴリの目的別表示
　現在のシステムでは、入力項目が「12 のカテゴリ」に分かれ、そのカ
テゴリごとに入力するシステムとなっています。しかし、カテゴリを見る
だけでは、把握できる内容が分かりにくい状況となっています。
　そのため、カテゴリを目的別に表示し、図 1のように示すことで、取
り扱う内容が明確になり、目的に沿った入力項目の選択ができるようにな
ります。項目を見て、自病棟・自病院で必要と思う項目から選んで入力を
行い、質改善の取り組みを始めることが可能になります。

入力画面の整理
　DiNQL では月 1度または定期的に入力する項目、年 1度入力する項目
がありますが、現在の ITシステムでは入力画面にカテゴリごとに毎回全
項目が表示され、負担として感じやすい状況です。
　そこで、図 2のように入力画面の改善を行います。
　病床数や診療報酬算定状況など、年 1度入力するものと、病棟の状況を
把握するために月 1度または定期的に入力する項目を入力画面上で分けて
表示し、年 1度入力する項目は、入力後「入力済」と表示されるか、また
は入力画面に表示されなくなるようにします（必要時、後で入力値は修正
可能です）。以降は、月 1度または定期的に入力する項目だけが画面に表
示されるため、入力画面の表示量が減り、入力すべき項目に集中できます。
　さらに、月 1度または定期的に入力する項目の中でも、看護の質改善活
動のために最低限必要な「構造」「過程」「結果」の項目のみを抜粋して入

力することもできるようにします。これらは、前回ご紹介した「配信レポー
ト（仮称）」の 1ページ目に反映される項目であり、入力負担を減らした
い場合や、参加初年度の場合などでの活用を想定しています。
　例えば「誤薬の現状を見る」を選んだ場合、年 1度入力する項目（構造
8項目、過程 2項目）と月 1度または定期的に入力する項目（構造 12 項目、
過程 1項目、結果 2項目）が、入力画面上で明確に分かれて表示されます。
全項目の入力が難しい場合は、「配信レポート（仮称）」の 1ページ目に反
映される項目（「月 1度または定期的に入力する項目」のうち、構造 3項目、
過程 1項目、結果 2項目）のみを入力することで、主なアウトカムを見る
ことができます。また、全ての表示された「構造」「過程」「結果」の項目
の入力を行うことで、自病院・自病棟の強み・弱みなどを把握することが
でき、改善活動の検討に役立てることができます。
　さらに、今回新たに「フリー項目（仮称）」を設け、現行項目にはない
指標を設定したり、独自分析にトライしたい場合に活用できる機能を準備
しました。
　前回ご紹介した「配信レポート（仮称）」に加え、入力に係る改善を行
うことで、質改善に向けてより使いやすくなると考えています。

入力負担の軽減を目指して～入力画面の整理～第2回

【黄綬褒章】堀口君子（京都府）
【旭日中綬章】近藤潤子（北海道）
【旭日小綬章】菊池令子（東京都）
【瑞宝中綬章】石垣和子（石川県）
【瑞宝双光章】井上栄子（山形県）、
樫谷厚子（茨城県）、木村きよ子、
物千代子（群馬県）、田嶋千秋（埼
玉県）、市原京子、長谷川美穂（千
葉県）、眞舩美奈子（東京都）、大
枝かよ子（福井県）、田米郁子（三
重県）、崎山昌代、弘川摩子（大
阪府）、☆ 木優子（兵庫県）、岩
本昌子（広島県）、村上道子（山口
県）、安藤百合子（愛媛県）、西邦
子（長崎県）、瀬高香澄（熊本県）、
白根智代（大分県）
【瑞宝単光章】鹿毛美千子、佐藤ひ
とみ、平瀬美恵子、☆川上文子（北
海道）、北向和佳子、笹小夜子（青
森県）、岩舩節子、遠藤千江（岩手
県）、深谷真理子、☆大庭みよ（宮
城県）、五十嵐圭子、石川ひとみ、
小松順子、庄司光子（秋田県）、中
森博子（福島県）、石田はる江（茨

城県）、髙𣘺いづみ、中嶌広美（群
馬県）、谷永智惠子、坪井ちえみ（埼
玉県）、石井崇子、角田久江、小
島桂子、宮本祐子、若菜幸子、渡
辺尚子（千葉県）、崎山惠子、☆
橋迫由理子（東京都）、瀧谷樹美、
濱岸信子（神奈川県）、霜田ゆきえ、
渡辺礼子（新潟県）、田中佳子（富
山県）、越野みつ子（石川県）、北
浜紀美子、本田康恵（福井県）、青
木せつ子、佐野睦美（山梨県）、青
山良枝、黒田幸惠、森田恵美子、
山田佳代子、渡邉三惠子（愛知県）、
柴田惠子（滋賀県）、堀惠子（京都
府）、池美保、鵜瀬智美、小山郁子、
田仲淑子、六波羅英子（大阪府）、
板谷敎子（奈良県）、長谷ノリ子（和
歌山県）、築森恭子（島根県）、三
村瞳（岡山県）、軍神弘美（山口県）、
千田幸代、宮川操（徳島県）、江森
美惠子（香川県）、田中明子（福岡
県）、小野幸子（大分県）、小林あけ
み（鹿児島県）、加治木選江（沖縄県）
（敬称略、☆は危険業務従事者）

受章された方は、日本看護協会でお調べし掲載しております。上記の
皆さま以外で受章された方は、総務部（☎ 03-5778-8831、E メー
ル somu1@nurse.or.jp）までお知らせください。

受章おめでとうございます
 秋の叙勲・褒章2022年

【日　　時】2023 年 1 月 19 日（木）13：30 ～ 16：00
【形　　式】オンライン配信　【参 加 費】無料
【参加方法】11 月中旬より本会HPで参加申込開始

看護業務の効率化先進事例アワード 2022
受賞施設決定

図 1　カテゴリの目的
別の表示のイメージ 図 2　入力画面の整理のイメージ

最優秀賞
●  株式会社 Le-caldo　訪問看護ステーショントータルケア「365
日 24 時間稼働コールセンターの設置がもたらす訪問看護ス
テーションにおけるタスク・シフト /シェア」

優秀賞

●  社会福祉法人恩賜財団済生会　松阪総合病院「医療機器と電
子カルテのデータ共有による看護業務の効率化～専従医療安
全管理者の立場から～」

●  医療法人鉄蕉会　亀田総合病院「特定行為看護師を中心とす
る PICC チームによるタスク・シフト～安心・安全でタイム
リーな留置を目指した業務改善の取り組み～」

●  社会医療法人石川記念会　HITO病院「患者の転倒転落リスク
をAI で予測し多職種連携で個別ケアを実践する！」

●  社会福祉法人恩賜財団　大阪府済生会千里病院「コロナ禍が
もたらしたリリーフ体制構築の効果」

奨励賞

●  国民健康保険　小松市民病院「コロナ禍だからできた　もう
迷わない！　色別カテゴリ表記で新たな診療材料管理～看護
部と物品管理センターの協働～」

●  地方独立行政法人東京都立病院機構　東京都立多摩北部医療
センター「年休取得促進のための計画助勤」

特別賞

●  株式会社らふえる　らふえる訪問看護ステーション「訪問看
護における働き方改革：ICT 活用による直行・直帰制の実現」

●  トヨタ自動車株式会社　トヨタ記念病院「搬送ロボットを
導入した看護師のカイゼン活動―トヨタ生産方式（Toyota
Production System：TPS）を基盤として―」

＜表彰式・事例報告会のご案内＞


